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1本市の状況「地形･気候」

①地形

1

出典：生物多様性2050なごや戦略

■なごやの地形は、大きく３つ（西部の沖積平野、中央部の台地、東部の丘陵地）に
わけられる。



2本市の状況「地形･気候」

②気候

1

出典：生物多様性2050なごや戦略

■日本の降水量は森林が生育するのに十分な量であり、なごやの降水量は日本全国
平均よりもやや少ない程度である。
■日本には、亜寒帯から亜熱帯の気候があるが、なごやは暖温帯に位置し、人為的な
影響が弱い場合は、シイ・カシなどの常緑広葉樹林が成立する条件にある。



3本市の状況「人口･世帯等」

①人口の変遷と見通し

1

■名古屋市の人口は、平成25（2013）年以降、死亡数が出生数を上回る自然減が
続いているものの、自然減を上回る他地域からの社会増により、常住人口は増加
傾向にあり、平成29（2017）年10 月1 日現在で231 万4,125 人となっている。



4本市の状況「人口･世帯等」

②昼間人口の推移

1

■通勤・通学により市外から流入する人口から市外へ流出する人口を引いた流入超過
数が減少傾向にある。
■今後は周辺市町村の人口減少も見込まれることから、本市の昼間人口は平成32(20

20)年頃から減少に転じると推計される。



5本市の状況「人口･世帯等」

③人口構造の推移

1

■親となる世代の人口の減少などを背景に少子化の傾向が続くことや平均寿命の延伸
などによる高齢者人口の一層の増加が見込まれるとともに、生産年齢人口(15～64
歳人口)が減少すると推計される。



6本市の状況「人口･世帯等」

④世帯数と１世帯当たり人員の推移

1

■単身世帯の増加などにより、世帯数の増加傾向は今後も続くと推計される。



7本市の状況「人口･世帯等」

⑤世帯の家族類別一般世帯数

1

■高齢化の進行により65歳以上の高齢単身世帯が増加すると推計される。



8本市の状況「人口･世帯等」

⑥町内会加入率の推移

1

■人と人とのつながりが希薄化し、地域社会においてコミュニティの機能が低下
している。



9本市の状況「人口･世帯等」

⑦外国人住民数の推移

1

■外国人住民が大幅に増加するなど、国籍や民族をはじめ多様なバックグラウンドを
持つ市民が増加している。



10本市の状況「経済」

①産業別事業所数及び従業者数

1

注：平成３年までは「事業所統計調査」、平成８～１８年までは「事業所・企業統計調査」平成２１・２６年は「経済センサス―基礎調査」結果。
「事業所統計調査」「事業所・企業統計調査」と「経済センサス―基礎調査」では、調査手法が若干異なるため、単純な比較はできない
出典：統計なごやweb版

■本市における事業所数について、平成3年をピークに減少傾向にある。
■分野別の事業所数について、昭和61年以降、製造業及び卸売業、小売業の事業所
数は減少傾向を示しており、特に平成8年以降、大きく減少している。



11本市の状況「経済」

②名古屋市の財政状況

1

出典：名古屋市公共施設白書（第2版）概要版

■本市の財政状況として高齢化を背景に扶助費の増加などにより、義務的経費は年々
増加している。



12本市の状況「その他」

①震度分布

1

■南海トラフを震源とする大規模な地震の発生確率が、今後30年間で70～80％と
切迫度を増しており、人的被害・建物被害など大きな被害が想定される。

■名古屋駅周辺地区においては
推計で約8.5万人の帰宅困難者
が発生するなど、交通結節点
における混乱も懸念される。



13本市の状況「その他」

②１時間降水量50mm以上の発生回数

1

■豪雨災害については、約30年前と比較して豪雨の発生回数が顕著に増加している。



14本市の状況「その他」

③宿泊客数の推移

1

■国が進める観光立国の取り組み等により、国内外から本市への観光入込客、宿泊客
数及び宿泊施設の稼働率が近年増加傾向にある。

■特に、グローバル化の進展により外国人宿泊客数の増加が顕著である。
■しかし、訪日外国人の訪問率は、東京都や大阪府と比べて愛知県は大きく下回って
いる。



15本市の状況「その他」

④ライフスタイル･ワークスタイルの変化

1

＜シェアリング・エコノミーの国内市場規模推移と予測＞
出典：スマートフォン経済の拡大をもたらす新サービス（総務省）

＜テレワークの導入率推移＞
出典：平成28年版情報通信白書（総務省）

■シェアリングエコノミーの国内市場規模は、2015年度に約285億円であったものが
2020年までに600億円まで拡大すると推計される。

■ＩＣＴを活用し、時間と場所にとらわれないテレワークを実施している企業は
近年上昇傾向にある。



16本市の状況「その他」

⑤女性の社会進出

1

＜愛知県における女性の関東との社会増減数の推移(年齢別)＞
出典：愛知県人口動向調査

＜本市の労働力人口の推移＞
出典：国勢調査（総務省）

＜全国の共働き世帯の増加＞
出典：国勢調査（総務省）

■女性の社会進出とともに、共働き
世帯の割合も増加している。

■若い世代の女性が関東圏へ流出して
いる。



17本市の状況「その他」

⑥シニア層の社会参画の可能性

1

＜新体力テストの合計点の年次推移＞
出典：平成28年度体力・運動能力調査(スポーツ庁)

＜起業家数及び年齢別構成の推移＞
出典：中小企業白書2014(総務省)

■全国的に高齢化が進む一方、高齢者の体力は年々向上しており、平成30年代には
75～79歳の体力が平成10年の65～69歳の体力に追いつく可能性がある。

■起業家のうち、60歳以上の占める割合が増加している。



18環境の現状「参加･協働」

①環境に関する情報発信が十分と感じている市民の割合

2

出典：平成30年度環境対策に関する市民アンケート

当初値

（2010年度）

現状値

（2017年度）

目標値

（2020年度）

6.9％ 4.3% 20％

■環境に関する情報発信が十分と感じている市民の割合は4.3%であり、当初値から
2.6ポイント減少している。



19環境の現状「参加･協働」

②環境問題の解決には、事業者や行政の取組だけではなく、
市民自ら行動することが必要と強く思う市民の割合

2

出典：平成30年度環境対策に関する市民アンケート

当初値

（2010年度）

現状値

（2017年度）

目標値

（2020年度）

54.1％ 43.2% 60％

■環境問題の解決には、事業者や行政の取組だけではなく、市民自ら行動すること
が必要と強く思う市民の割合は43.2%であり、当初値から10.9ポイント減少して
いる。



20環境の現状「参加･協働」

③コミュニティセンター

2

出典：NAGOYAライフ（データで見る名古屋のくらし）

■地域住民が学習、情報交換の
ため気軽に集まれる場として、
また、地域福祉活動、健康を維
持・増進させる活動、防災活動
など生活を安定・向上させるた
めの活動の拠点として、コミュ
ニティセンターを設けている。



21環境の現状「環境と経済･社会の好循環」

① SDGs先進度

2

出典：日経グローカル（2019.1.7 No.355）

■日本経済新聞社産業地域研究所が全国815市区(回答は658市区)を対象に実施した
「SDGs（持続可能な開発目標）先進度調査」において、名古屋市は総合10位（経
済：262位、社会：14位、環境：10位）であった。



22環境の現状「環境と経済･社会の好循環」

① SDGs先進度（評価指標）

2

出典：日経グローカル（2019.1.7 No.355）



23環境の現状「広域連携」

①名古屋市と近隣市町村との行政協力関係

2

出典：大都市制度・広域連携に関する調査研究報告書

■春日井浄水場、五条川工場など、市の施設を市域外に設置している場合がある。
■大治町など 3 市 1 町に水道水の給水を行っているほか、清須市や北名古屋市など
から可燃ごみを受け入れており、また多数の市町村と消防相互応援協定を締結する
など、近隣市町村と様々な連携を進めている。



24環境の現状「公害」

①大気汚染の推移

2

出典：平成30年度版名古屋市環境白書

■市内における大気汚染物質の濃度の状況は、二酸化硫黄や一酸化炭素は昭和40年
代後半から大幅に改善している。



25

出典：平成30年度環境対策に関する市民アンケート

環境の現状「公害」

②名古屋の空気がきれいだと思う市民の割合

2

当初値

（2010年度）

現状値

（2017年度）

目標値

（2020年度）

41.7％ 52.2% 50％

■名古屋の空気がきれいだと思う市民の割合は52.2%であり、当初値から10.5ポイン
ト増加している。



26環境の現状「公害」

③大気汚染の環境目標値の達成状況

2

出典：平成30年度版名古屋市環境白書

■光化学オキシダント

市内では一般局11 局、自
排局3 局の14 局で測定し
、環境基準・環境目標値
を達成した局はなし。

■微小粒子状物質

市内では一般局11 局、
自排局7 局の18 局で測
定し、全測定局で環境基
準・環境目標値を達成。



27環境の現状「公害」

④水質汚濁の環境目標値（BOD, 海域･ため池はCOD）の達成状況

2

出典：平成30年度版名古屋市環境白書

■河川の水質について、代表的な
水質指標であるBOD(生物化学的
酸素要求量)でみると、環境基準
は10水域すべてで、環境目標値は
25地点のうち21地点で達成。

■水質汚濁防止法、市環境保全条例
に基づき、市内45地点(河川25地点、
海域7地点、ため池13地点)において
常時監視を行い、「生活環境項目(水
質の汚濁に関する項目)」、「健康項
目(水の安全性に関する項目)」など
を調査。



28環境の現状「公害」

⑤名古屋の河川の水がきれいだと思う市民の割合

2

出典：平成30年度環境対策に関する市民アンケート

当初値

（2010年度）

現状値

（2017年度）

目標値

（2020年度）

23.9％ 26.3% 40％

■名古屋の河川の水がきれいだと思う市民の割合は26.3%であり、当初値から2.4ポイ
ント増加している。



29環境の現状「公害」

⑥自動車騒音の環境基準の達成状況

2

出典：平成29年度自動車騒音調査結果

■平成29年度に市内28地点で行った測定の結果、調査対象区間における騒音の環境
基準の達成率は、昼間97%、夜間93%、昼夜間(24時間)93%であった。



30環境の現状「公害」

⑦新幹線鉄道騒音の推移

2

出典：新幹線鉄道騒音・振動定期監視結果の推移

■騒音の環境基準及び振動の指針値は、すべての地点で達成した。



31環境の現状「公害」

⑧航空機騒音の推移

2

出典：平成29年度航空機騒音定期監視結果（県営名古屋空港）

■調査は北区六が池町、守山区守山二丁目の2地点で行い、1地点で環境基準を達成
した。



32環境の現状「公害」

⑨地盤沈下の推移

2

出典：平成30年度版名古屋市環境白書

■昭和30年代後半から昭和40年代にかけて、市南西部を中心に地盤沈下が急速に
進んだ。
■市民の健康と安全を確保する環境の保全に関する条例による揚水規制を開始した
昭和49年度以降は沈静化し、最近ではほぼ横ばいで推移している。



33環境の現状「公害」

⑩化学物質排出量の推移

2

出典：平成30年度版名古屋市環境白書

■化学物質の排出量の合計は、PRTR制度が始まった平成13年度以後、年々減少傾向
であったが、近年は横ばいの状態にある。



34環境の現状「ごみ」

①ごみ処理量

2

出典：名古屋ごみレポート’18

■平成29年度の焼却・溶
融量は平成10年度に比
べて約30％減となった
が、平成22年度以降ほ
ぼ横ばいで推移してい
る。

■家庭系、事業系とも、
ごみ処理量は平成12年
度に比べ減少したが、
平成22年度以降、家庭
系、事業系ともにほぼ
横ばいで推移している。



35環境の現状「ごみ」

②資源分別量、資源分別率

2

出典：名古屋ごみレポート’18

■平成29年度の家庭系自主回収量(集団資源回収など市民による自主的な資源回収)
は、平成10年度の約1.5倍、事業系自主回収量(事業者による自主的な資源回収)も
約2.1倍と大きく増加している。



36環境の現状「ごみ」

③埋立量

2

出典：名古屋ごみレポート’18

■埋立量については、破砕工場の稼働により、直接埋め立てていた不燃物の量が大幅
に減少している。

■ごみ処理に伴い発生する焼却灰等の埋立量についても、焼却量の削減、焼却灰の溶
融処理等の推進により減少している。



37環境の現状「ごみ」

④１人･１日あたりのごみ処理量

2

出典：名古屋ごみレポート’18

■１人・１日あたりの総排出量、ごみ処理量はゆるやかな減少傾向にある。



38環境の現状「ごみ」

⑤日常生活でごみの減量に取り組んでいる市民の割合

2

出典：市民アンケート調査

■日常生活でごみの減量に取り組んでいる市民の割合は79.5%であり、当初値から
1.0ポイント減少している。

当初値

（2010年度）

現状値

（2017年度）

目標値

（2020年度）

80.5％ 79.5% 90％



39環境の現状「ごみ」

⑥産業廃棄物排出量

2

出典：産業廃棄物実態調査

■産業廃棄物排出量は197万トンであり、当初値から161万トン減少している。

当初値

（2010年度）

現状値

（2014年度）

目標値

（2020年度）

358万トン

（2007年度）

197万トン

（2014年度）
351万トン



40環境の現状「ごみ」

⑦産業廃棄物の再生利用･減量化率

2

出典：産業廃棄物実態調査

■産業廃棄物の再生利用･減量化率は93.9%であり、当初値から0.8ポイント減少して
いる。

当初値

（2010年度）

現状値

（2017年度）

目標値

（2020年度）

94.7％

（2007年度）

93.9%

（2014年度）
95.2％



41環境の現状「ごみ」

⑧産業廃棄物の最終処分量

2

出典：産業廃棄物実態調査

■産業廃棄物の最終処分量は12万トンであり、当初値から7万トン減少している。

当初値

（2010年度）

現状値

（2014年度）

目標値

（2020年度）

19万トン

（2007年度）

12万トン

（2014年度）
17万トン



42環境の現状「緑･生き物」

①緑被率の推移

2

出典：緑政土木局提供資料

■昭和40年ごろを境に、農地及び山林が減り、宅地が増え続け急激な都市化が進ん
でいる。

S22 S42                                    S58                                    H12

H17 H22                                    H27



43環境の現状「緑･生き物」

②都市公園面積の推移

2

出典：名古屋市みどりの年報（2018年）

■都市公園箇所数及び面積は年々増加している。



44環境の現状「緑･生き物」

③身近に自然や農とふれあうことができる場所があると思う市民の割合

2

出典：市民アンケート調査

■身近に自然や農とふれあうことができる場所があると思う市民の割合は38.6%で
あり、当初値から0.3ポイント増加している。

当初値

（2010年度）

現状値

（2017年度）

目標値

（2020年度）

38.3％ 38.6% 50％



45環境の現状「緑･生き物」

④市内の生きもの

2

出典：平成30年度版名古屋市環境白書

■これまで植物約1,840種、動物4,630種の約6,470種(絶滅種を含む)の生きものが
確認されている。



46環境の現状「緑･生き物」

⑤絶滅の恐れのある生きもの

2

■絶滅の恐れのある貴重な生きものは東部地域に多く分布している。



47環境の現状「緑･生き物」

⑥雨水の浸透･貯留率

2

出典：第３期名古屋市環境基本計画指標一覧

■雨水の浸透･貯留率は15.5%であり、当初値から1.5ポイント増加している。

当初値

（2010年度）

現状値

（2017年度）

目標値

（2020年度）

14％

（2001年度）

15.5％

（2012年度）
18％



48環境の現状「緑･生き物」

⑦雨水の蒸発散率

2

出典：第３期名古屋市環境基本計画指標一覧

■雨水の蒸発散率は23.3%であり、当初値から0.7ポイント減少している。

当初値

（2010年度）

現状値

（2017年度）

目標値

（2020年度）

24％

（2001年度）

23.3％

（2012年度）
25％



49環境の現状「緑･生き物」

⑧雨水の直接流出率

2

出典：第３期名古屋市環境基本計画指標一覧

■雨水の直接流出率は61.2%であり、当初値から0.8ポイント減少している。

当初値

（2010年度）

現状値

（2017年度）

目標値

（2020年度）

62％

（2001年度）

61.2％

（2012年度）
57％



50環境の現状「低炭素」

①温室効果ガス排出量の推移

2

出典：名古屋市域からの温室効果ガス排出量（2016年度）の調査結果

■2016年度の温室効果ガス排出量は、1990年度と比較して15.4％減少している。



51環境の現状「低炭素」

②最終エネルギー消費量の推移

2

出典：名古屋市域からの温室効果ガス排出量（2016年度）の調査結果

■2016年度の最終エネルギー消費量は、1990年度と比較して16.8％減少している。



52環境の現状「低炭素」

③家庭生活における電気･都市ガスの使用量

2

出典： NAGOYAライフ（データで見る名古屋のくらし）

■平成29年の本市の電気の1世帯当たり年間購入量は4,611.8kWhで、全国値より少な
く、21大都市より大きい値となっており、前年を300.1kWh上回っている。
■灯油の1世帯当たり年間購入量は46.1ℓで、全国値及び21大都市よりも少ない値
となり、前年を5.9ℓ上回っている。



53環境の現状「低炭素」

③家庭生活における電気･都市ガスの使用量

2

出典： NAGOYAライフ（データで見る名古屋のくらし）



54環境の現状「低炭素」

④太陽光発電設備の導入容量

2

出典：なごやエコラボ環境ページ9月号

■名古屋市は日照条件に恵まれていることから、太陽光発電設備の導入が進み、平成
28年度末時点で市内に26,277件 180,525kWの設備が導入されている。これは、政令
指定都市で4番目に多い導入量となっている。



55環境の現状「低炭素」

⑤日々省エネに常に取り組む世帯の割合

2

出典：市民アンケート調査

当初値

（2010年度）

現状値

（2017年度）

目標値

（2020年度）

43.2％ 41.7% 90％以上

■日々省エネに常に取り組む世帯の割合は41.7%であり、当初値から1.5ポイント減少
している。



56環境の現状「低炭素」

⑥自家用車に頼らないで日常生活を営もうと思う市民の割合

2

出典：市民アンケート調査

当初値

（2010年度）

現状値

（2017年度）

目標値

（2020年度）

68.1％ 65.4% 80％

■自家用車に頼らないで日常生活を営もうと思う市民の割合は65.4%であり、当初値
から2.7ポイント減少している。



57国際･国内情勢

① SDGsの採択

3

・2015年9月の国連総会において「持続可能な開発のための2030アジェンダ」が
採択。

・先進国と開発途上国が共に取り組むべき国際社会全体の普遍的な目標として
採択され、その中に「持続可能な開発目標（SDGs）」として17のゴールと
169のターゲットが設定されている。

・SDGsの17のゴールと169のターゲットは相互に関係しており、複数の課題を
統合的に解決することや、一つの行動によって複数の側面における利益を生
み出すマルチベネフィットを目指すという特徴を持っている。



58国際･国内情勢

② ESG投資の状況

3

・従来の財務情報だけでなく、環境（Environment）･社会（Social）･ガバナン
ス（Governance）要素も考慮した投資のこと。

・気候変動などを念頭においた長期的なリスクマネジメントや、企業の新たな
収益創出の機会を評価するベンチマークとして、国連「持続可能な開発目標
（SDGs）」と合わせて注目されている。



59国際･国内情勢

③国の「第五次環境基本計画」の策定

3

出典：第五次環境基本計画の概要



60国際･国内情勢

③国の「第五次環境基本計画」の策定

3

出典：第五次環境基本計画の概要



61国際･国内情勢

③国の「第五次環境基本計画」の策定

3

出典：第五次環境基本計画の概要



62国際･国内情勢

④愛知県の「愛知県環境基本計画」の改定

3

出典：第４次愛知県環境基本計画（概要版）



63国際･国内情勢

④愛知県の「愛知県環境基本計画」の改定

3

出典：：第４次愛知県環境基本計画（概要版）



64本市関連計画の概要

①名古屋市次期総合計画

4

出典：名古屋市次期総合計画有識者懇談会資料



65本市関連計画の概要

①名古屋市次期総合計画

4

出典：名古屋市次期総合計画有識者懇談会資料



66本市関連計画の概要

①名古屋市次期総合計画

4

出典：名古屋市次期総合計画有識者懇談会資料



67本市関連計画の概要

①名古屋市次期総合計画

4

出典：名古屋市次期総合計画有識者懇談会資料



68

②次期都市計画マスタープラン

出典：住宅都市局提供資料

本市関連計画の概要4



69

③次期緑の基本計画

出典：緑政土木局提供資料

本市関連計画の概要4



70

④低炭素都市2050なごや戦略

出典：低炭素都市2050なごや戦略

本市関連計画の概要4



71

⑤生物多様性2050なごや戦略

出典：生物多様性2050なごや戦略

本市関連計画の概要4



72

⑥水の環復活2050なごや戦略

出典：水の環復活2050なごや戦略第2期実行計画（概要版）

本市関連計画の概要4


